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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社グループの当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、成長戦略のさらなる推進を図るとともに、急

激に変化する事業環境に対応するため、グループの総力を結集し柔軟且つ積極的な経営を進めておりますが、光ア

クセス工事及び移動通信工事の売上高の減少ならびに原価率の悪化により、受注高118億67百万円(前年同四半期比

79.3％）、売上高111億57百万円（前年同四半期比86.8％）、経常損失につきましては、1億87百万円（前年同四半期

経常利益3億82百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失は92百万円（前年同四半期親会社株主に帰属する四半

期純利益2億12百万円）と減収減益となりました。

　なお、当第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号 平成25年９月13日)

等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」、「四半期純損失」を「親会社株主に帰属す

る四半期純損失」としております。

セグメント別の業績は次のとおりであります。

　① 通信建設事業

受注高は103億円(前年同四半期比78.7％)、売上高は95億90百万円(前年同四半期比87.4％)となり、セグメント損

失（営業損失）は12百万円(前年同四半期 セグメント利益(営業利益) 4億73百万円)となりました。

　② 情報サービス事業

売上高は15億66百万円(前年同四半期比83.6％)となり、セグメント損失（営業損失）は2億26百万円(前年同四半

期 セグメント損失（営業損失） 1億58百万円)となりました。

（２）財政状態に関する説明

当社グループの当第１四半期連結会計期間末の財政状態につきましては、総資産は432億28百万円（前連結会計年

度末475億30百万円）となりました。その減少の主な要因は、売上債権の減少によるものであります。負債は112億

71百万円（前連結会計年度末154億50百万円）となりました。その減少の主な要因は、仕入債務の減少であります。

純資産は319億56百万円（前連結会計年度末320億80百万円）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　平成28年３月期の連結業績予想につきましては、平成27年５月11日の「平成27年３月期 決算短信〔日本基準〕

(連結)」で公表いたしました通期の業績予想から変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　(会計方針の変更)

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」とい

う。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基

準」という。）等を、当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持

分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計

上する方法に変更いたしました。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、

暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連

結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非

支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間

及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及

び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期

首時点から将来にわたって適用しております。

なお、これによる当第１四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失への影響額

は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 5,736 6,914

受取手形・完成工事未収入金等 17,283 10,977

未成工事支出金 1,883 1,800

商品 120 652

仕掛品 52 185

材料貯蔵品 347 351

繰延税金資産 344 426

その他 944 1,020

貸倒引当金 △18 △17

流動資産合計 26,694 22,310

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,858 4,790

機械、運搬具及び工具器具備品（純
額）

1,348 1,276

土地 8,420 8,345

その他（純額） 69 65

有形固定資産合計 14,697 14,477

無形固定資産

のれん 87 70

その他 956 1,051

無形固定資産合計 1,044 1,121

投資その他の資産

投資有価証券 3,049 3,374

繰延税金資産 1,199 1,121

その他 848 824

貸倒引当金 △2 △2

投資その他の資産合計 5,095 5,317

固定資産合計 20,836 20,917

資産合計 47,530 43,228
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 6,072 3,975

短期借入金 1,208 530

1年内返済予定の長期借入金 885 281

リース債務 96 93

未払法人税等 400 49

未成工事受入金 90 151

賞与引当金 523 241

役員賞与引当金 75 18

工事損失引当金 4 98

その他 2,696 1,898

流動負債合計 12,052 7,337

固定負債

長期借入金 117 712

リース債務 139 112

再評価に係る繰延税金負債 367 367

役員退職慰労引当金 169 122

退職給付に係る負債 2,556 2,567

その他 47 51

固定負債合計 3,397 3,933

負債合計 15,450 11,271

純資産の部

株主資本

資本金 4,104 4,104

資本剰余金 3,801 3,801

利益剰余金 24,708 24,396

自己株式 △136 △136

株主資本合計 32,479 32,167

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 784 1,011

土地再評価差額金 △1,648 △1,648

退職給付に係る調整累計額 △218 △202

その他の包括利益累計額合計 △1,082 △839

非支配株主持分 683 629

純資産合計 32,080 31,956

負債純資産合計 47,530 43,228
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

売上高

完成工事高 10,973 9,590

商品売上高 1,874 1,566

売上高合計 12,847 11,157

売上原価

完成工事原価 9,888 9,089

商品売上原価 1,553 1,296

売上原価合計 11,441 10,386

売上総利益

完成工事総利益 1,084 500

商品売上総利益 320 269

売上総利益合計 1,405 770

販売費及び一般管理費 1,081 1,017

営業利益又は営業損失（△） 323 △247

営業外収益

受取利息及び配当金 35 38

受取保険金 4 1

受取賃貸料 18 18

その他 11 12

営業外収益合計 69 70

営業外費用

支払利息 2 2

賃貸費用 7 6

その他 0 1

営業外費用合計 11 10

経常利益又は経常損失（△） 382 △187

特別利益

固定資産売却益 7 8

負ののれん発生益 0 ―

その他 0 0

特別利益合計 8 8

特別損失

固定資産除売却損 14 10

その他 0 ―

特別損失合計 14 10

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前
四半期純損失（△）

376 △189

法人税、住民税及び事業税 105 47

法人税等調整額 67 △102

法人税等合計 173 △55

四半期純利益又は四半期純損失（△） 202 △133

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △9 △41

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会
社株主に帰属する四半期純損失（△）

212 △92
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 202 △133

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 81 229

退職給付に係る調整額 21 16

その他の包括利益合計 103 246

四半期包括利益 306 112

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 314 150

非支配株主に係る四半期包括利益 △8 △38

決算短信 （宝印刷）  2015年08月05日 15時53分 9ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）



シーキューブ株式会社(1936) 平成28年３月期 第１四半期決算短信

－ 8 －

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２通信建設事業 情報サービス事業 計

売上高

　 外部顧客への売上高 10,973 1,874 12,847 ― 12,847

　 セグメント間の
　 内部売上高又は振替高

73 175 248 △248 ―

計 11,046 2,050 13,096 △248 12,847

セグメント利益
　 又は損失(△)

473 △158 315 8 323

　（注）１．セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。

　 ２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２通信建設事業 情報サービス事業 計

売上高

　 外部顧客への売上高 9,590 1,566 11,157 ― 11,157

　 セグメント間の
　 内部売上高又は振替高

54 221 276 △276 ―

計 9,645 1,788 11,433 △276 11,157

セグメント損失(△) △12 △226 △238 △8 △247

(注) １．セグメント損失の調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。

　 ２．セグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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